
番
号

設計図書等の該当頁 回答

1
入札説明書
２　入札参加者
　　配置技術者

可能です。ただし、入札参加
申込み時に「配置予定技術者
調書（様式第３号）」に記載
した技術者に限ります。

2
入札説明書
２　入札参加者
　　配置技術者

「工場製作期間」の技術者の
実績については、必要ありま
せん。

3
入札説明書
２　入札参加者
　　配置技術者

基本的に請負金額が３５００
万円以上の工事は、専任を要
すると考えておりますが、
「監理技術者制度運用マニュ
アル」等を参考に建設業法に
違反しない技術者の配置であ
れば、専任を要しません。

4
入札説明書
２　入札参加者
　　配置技術者

可能です。現場代理人につい
ては、「配置予定技術者調
書」への記載は必要ありませ
ん。

5
入札説明書
２　入札参加者
　　配置技術者

「工場製作期間」、「現場期
間」ともにそれぞれ専任で
す。

6
入札説明書
２　入札参加者
　　配置技術者

可能です。「現場期間」へ移
行時に「現場代理人変更通知
書」を提出していただきま
す。

設計図書等に対する質問及び回答

工事名 内浜処理場汚水ポンプ機械設備改築工事

質問内容

配置技術者について、「工場製作期間」
と「現場期間」でそれぞれ違う技術者を
配置することは可能か？

上記（質問１）の場合に、「工場製作期
間」の技術者の実績も必要か？

上記（質問１）の場合に、「工場製作期
間」の技術者は専任でなくても良いか？

現場代理人について、「工場製作期間」
と「現場期間」でそれぞれ違う現場代理
人を配置することは可能か？可能な場合
に、入札参加申込み時に「配置予定技術
者調書」への記載が必要か？

上記（質問４）の場合に、「工場製作期
間」の現場代理人は専任でなくてもよい
か？

上記（質問４）の場合に、「工場製作期
間」から「現場期間」の移行時に現場代
理人を変更することは可能か？



番
号

設計図書等の該当頁 回答

7
入札説明書
2　入札参加資格者
配置技術者

配置技術者の工事実績に関し
ては、現場期間の技術者のみ
必要としております。現場期
間で技術者の変更があった場
合は、現場期間の50％以上従
事したものを実績として認め
ますので、質問の例ですと、
現場期間Ａを実績として認め
ます。

8
並列運転あります。
別紙参照

9
特記仕様書　　P7
図番　M-3・M-7

洗浄水装置とは、軸封水用で
はなく、軸付近の汚れ洗浄す
る装置です。受注者との協議
により変更可能とします。

今回対象ポンプについて並列運転はあり
ますでしょうか。並列運転がある場合、
既設ポンプの性能曲線を頂けないでしょ
うか。

ポンプ付属品に（9）洗浄水装置とありま
すが、今回不要と考えてよろしいでしょ
うか。恐らくに既設は軸封部に使用して
いるものだと思われますが、今回無注水
式なので不要と思われます。また、更新
のフローシートからは削除されていま
す。

配置技術者の工事実績について
実績該当工事の現場施工期間途中で
Ａの技術者からＢの技術者に変更となり
ました。この場合、Ａの技術者とＢの技
術者どちらが実績ある技術者として認め
られるでしょうか。

工事の各期間の割合（％）は以下の通り
です。

製作期間（63％）
現場期間Ａ（28％）
現場期間Ｂ（9％）

質問内容



番
号

設計図書等の該当頁 回答

10

特記仕様書P2
第１節　総則
§2.工事区分と工事
内容
3.工事内容（内浜処
理場）

№1,2,3共に、ポンプ本体
((株)粟村製作所)、電動機
((株)安川電機。№3ポンプ重
量(5.2t)、電動機重量
(1.6t)。№1,2,3吐出弁・逆止
弁共に((株)森田製作所)。№1
吐出弁重量(0.6t)、№1逆止弁
重量(0.44t)、№1,2吐出弁・
逆止弁重量共に(1.2t)。外形
寸法図は別紙参照。

11

特記仕様書P17
第２節　機械設備
§6.仮設工事
1.概要

ドレンバルブ・バイパス管は
ありません。

12

特記仕様書P17
第２節　機械設備
§6.仮設工事
2.特記事項（4）

各系統ごとの着手で計画して
おります。

13
工程の進捗状況により、請負
者との調整で決定します。

14

設計図M-11は参考図となりま
す。屋外・屋内については打
合せにより決定します。屋内
であれば、給気・排気設備は
含みません。

15
各吐出弁更新時の運転のみと
します。

質問内容

本工事更新対象機器の既設情報をご教授
願います。　　　　　　　　　①　№3汚
水ポンプ、電動機に関して　・既設製造
メーカー　・重量　・外形寸法図
②　№1、2、3吐出弁に関して。　　・既
設メーカー　・重量　・外形寸法図（面
間、高さ）　　　　　　　③　№1、2、3
逆止弁に関して。　　・既設メーカー
・重量　・外形寸法図（面間、高さ）

ポンプヘッダー管及び分水槽を空にする
ためのドレンバルブやバイパス管は既設
設備に有りますか。

工事着手に関して、№1～3系統を同時に
着手することは可能ですか。

特記仕様書§6仮設工事2、特記事項（1）
の仮設ポンプ可動は晴天時の日中に行う
ものとする。（運転操作含む）とありま
すが、土曜日・日曜日・祝祭日の扱い
は、どの様になるでしょうか。また、夜
間17時以降は稼働しないでよろしいで
しょうか。

設計図　M-11仮設設備参考図の発電機設
置場所は、屋外でしょうか。　屋内であ
れば、給気設備・排気設備は含まない事
とします。

仮設ポンプの運転頻度は、どの程度見込
んでいるでしょうか。



番
号

設計図書等の該当頁 回答

16
積算基準は、令和元年度版で
す。

17 工事設計書　12項
歩掛の採用ではなく、見積り
での採用です。

18 特記仕様書　17項
リース機器1式に含んでおりま
す。

19 工事設計書　12項 対象になりません。

20 工事設計書　12項
仮設費(積み上げ)のため計上
していません。

今回採用されている積算基準は令和2年度
版と判断してよろしいでしょうか。

仮設費において、発電機や制御盤、水位
計、ケーブルの配線等の据付撤去歩掛は
何を採用されているのですか。

仮設工事について、発電機の燃料・動力
ケーブルは今回工事に含むとあります
が、設計書には計上されているのでしょ
うか。

仮設費(積み上げ)に計上されている機械
設備据付工は、据付間接費の対象になる
のでしょうか。

仮設費(積み上げ)には補助材料費や機械
経費は計上されないのでしょうか。

質問内容



















番
号

設計図書等の該当頁 回答

21 令和2年8月単価採用です。

22
工事設計書
第１号明細書
第６号明細書

お見込みの通りです。

23
工事設計書
第１号明細書

お見込みの通りです。

24
工事設計書
第１号明細書

お見込みの通りです。　　機
械設備工事一般仕様書をご参
照下さい。

25
工事設計書
第２号明細書
第３号明細書

№3ポンプ本体(6.0t)、№3電
動機(1.2t)、№1吐出弁
(0.58t)、№2,3吐出弁(1.12t)
№2,3逆止弁(1.3t)

26
工事設計書
第２号明細書

見込んでいません。

27
工事設計書
第６号明細書

見込んでいます。550A直管
(8.48t)、90°曲管(1ヶ
142kg)、チーズ(1ヶ91.8kg)、
フランジ(1ヶ49.4㎏）、フラ
ンジ蓋(1ヶ105㎏)、400Aレ
ジューサー(1ヶ25kg)、300A直
管(21.9m)

28
工事設計書
第６号明細書

お見込みの通りです。

本工事の適用単価年月をご教授願いま
す。

逆止弁350A及び300Aは見積単価でしょう
か。

「鋳鉄管　Ⅲ類異形管　500㎜」及び「鋳
鉄管　Ⅲ類異形管　350㎜」は内面ｴﾎﾟｷｼ
下水道用露出用の仕様で見込まれている
のでしょうか。

「ﾌﾗﾝｼﾞ接合材500㎜」及び「ﾌﾗﾝｼﾞ接合材
350㎜」は内面ｴﾎﾟｷｼ　下水道用露出用の
仕様で見込まれているのでしょうか。
また、見込まれている規格もご教授願い
ます。

据付工数算出のための機器、逆止弁及び
配管の規格ごとの重量をご教授願いま
す。

配管の撤去・据付工数算出時に「ｸﾚｰﾝ類
使用」の補正及び「既設管廊内及び既設
機器設置場所での作業」の補正は見込ま
れているのでしょうか。

質問内容

仮設費のうちﾘｰｽ機器の設置・撤去は見積
ということですが配管類、逆止弁及び鋼
製加工品は積算基準で見込まれているの
でしょうか。
積算基準で見込まれている場合、労務費
算出のため据付工数及び撤去工数算出の
ための逆止弁及び配管類(継手等含む)の
口径ごとの重量をご教授願います。
また、300Aについては労務工数算出のた
めの総延長をご教授願います。

仮設費の労務費は、撤去の工数も第６号
明細書の職種別工数で見込まれているの
でしょうか。



番
号

設計図書等の該当頁 回答

29 ありません。

30
汚水ポンプ・仮設発電機・制
御盤になります。

31
受注者の運転管理となりま
す。

32 含んでおりません。

33 必要ありません。

34
施工不可期間はございませ
ん。

35

特記仕様書　P17 第
2節　機械設備　§
6．仮設工事　１．
概要

お見込みの通りです。

36
工事設計書
第6号明細書

屋外・屋内分けています。
重量は、550A直管(8.48t)、
90°曲管(1ヶ142kg)、チーズ
(1ヶ91.8kg)、フランジ(1ヶ
49.4㎏）、フランジ蓋(1ヶ105
㎏)、400Aレジューサー(1ヶ
25kg)、300A直管(21.9m)で
す。※屋外・屋内の分けは図
面をご参照ください。
補正の有無については、無し
です。

37
工事設計書　第6号
明細書

下水道用設計標準歩掛表の400
㎜～550mmで積算しています。

仮設費の仮設配管類据付・撤去において
屋外・屋内は分けて工数を算出している
のでしょうか。屋外・屋内それぞれの重
量をご教授願います。
　また、「クレーン類使用」の補正及び
「既設管廊内及び既設機器設置場所での
作業」の補正の有無をご教授願います。

仮設ポンプ(4台）発電機(4台）のオペ
レーションは、どのようにお考えでしょ
うか。

仮設ポンプのし渣対策用囲いは、仮設費
の鋼製加工品に含まれていますか。

仮設ポンプを設置する沈砂池の汚泥処理
は必要でしょうか。必要な場合、設計変
更の対象と考えてよろしいでしょうか。

出水期等で施工不可の時期があればご教
示お願いします。

仮設ポンプ設置予定場所の前段には防塵
設備がないとありますが、仮設ポンプ設
置時及び撤去時に溜まっているし渣等の
清掃作業は本工事に含まれていないとい
う認識でよろしいでしょうか。

仮設費の仮設配管類据付・撤去に口径
550mmがありますが積算基準には550mmの
記載がありません。600mmで見込まれてい
るのでしょうか。

質問内容

施工時期の制約はありますか。

仮設費のリース機器（第6号明細書）につ
いて、詳細(内訳)を開示いただけないで
しょうか。
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